
茨城三菱⾃動⾞販売株式会社は、1957年に設⽴、創業60年を超える歴史と伝統のある会社です。
私たち茨城三菱⾃動⾞は、創業以来、地域の皆さまと共に歩み、⾃動⾞の販売を通して少しでも
地域の皆さまのお役にたちたいと願って活動してまいりました。

その活動を⽀えているのは、茨城三菱⾃動⾞で働く全ての社員です。
茨城三菱⾃動⾞では、社員と家族の⼼⾝の健康を重要な経営資源と考え、働く全ての社員が
『いきいきと豊かで快適・健康な社会生活を過ごし、地域経済の発展に貢献する職場・環境づくり』
に取組んでいきます。
『茨城三菱⾃動⾞で働く全ての社員の⼼⾝が健康であること』こそが、全ての源であり、
地域の皆さまのお役にたち、茨城県の発展・活性化につながっていくものと信じております。

その実現に向けて、次の100年を目指して”健康経営“に取り組むことを宣⾔いたします。

【目的】健康経営に取り組む目的・意義を理解し、社員がいきいきと豊かで快適・健康な社会⽣活を過ごし、
 地域経済の発展に貢献する会社を目指します。

健康経営への取り組み
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健康投資
健康関連の最終的な目標指標

従業員等の意識変容・⾏動変容
に関する指標

健康投資施策の取組状況に関
する指標

健康投資効果
健康経営で解決したい経営課

題

ライフワークバランス
推進に関する
健康投資

メンタルヘルスに関する
健康投資

疫病（生活習慣病）
予防に関する
健康投資

様々な効果に関連する
健康投資の括り

研修・セミナーの
参加者増加

健康キャンペーンの参
加・達成者の増加

ワークライフバランス
推進プログラム指標

の改善

福利・厚生施設の
活用者数増加

健康診断・配偶者診断
の受診向上率

ストレスチェックの
受診率向上

不調者の早期発⾒・
保健師面談実施

の増加

不調者の早期発⾒と
保健師面談の実施

ライフワークバランス
推進プログラムの運営

セルフ及びラインケア研修、
健康セミナー
の開催

福利・厚生施設の提供

健康キャンペーン
の開催・展開

ストレスチェックの実施

定期健康診断・
配偶者検診の提供

健康経営取り組み体制

お客様に信頼され選ばれ続ける企業

企業価値

⾃動⾞を通じて地元地域社会への貢献

社会的価値

従業員の心と体の健
康維持有給休暇取得日数

6日/年以上

アブセンティーズム
（病欠による生産性損

失）の低減

プレゼンティーズム（健
康問題を抱えつつ仕事
をする事による生産性損

失）の低減

定期健康診断受診率
100％

ストレスチェック受診率
100％

職場における負担の
削減

会社魅⼒度の向上

意欲的かつ効率的に業
務を遂⾏する
意識・風⼟

不調をいち早く発⾒して
対処する意思・風⼟

健全な生活習慣を
持つ社員の増加

経営者
（代表取締役社⻑）

管理監督者
（営業本部⻑・労組）

推進責任者
（営業本部・事務部・各部店⻑）

全社員

「トップダウン」で推進 職場環境の改善・快適化を推進 取り組みの推進と定着化の促進
⾃らの健康度の向上     
（健康保持義務）      
両⽴に向けた⾃助努⼒

産業医・健康保険組合 役員会・店⻑会議・事業計画説明会

連携を取りながら推進 定期的に進捗状況を報告

運動機会の推進に向けた取り組み

・社内運動会・毎朝のラジオ体操・管理アプリ使⽤の推奨
・つごもり会（ゴルフ）・麓歩会（ハイキング）・地域マラソン大会の参加・禁煙デーの設定


